
論

説

地
租
改
正
に
お
け
る
土
地
測
量
の
技
術
的
前
提

1
ー

『
耕

稼

春

秋

』

の
測

量

図

を
中

心

に
し

て
ー
-
ー

田

上

繁

目

次

は
じ
め
に

一

地
租
改
正
時

の
測
量
方
法

二

「惣
高
廻
り
検
地
」

の
測
量
方
法

...

割
地

に
伴
う
測
量
方
法

お
わ
り
に

は

じ

め

に

177

地
租
改
正
が
、
わ
が
国

の
土
地
制
度
史
上

に
お

い
て

天

画
期
を
な
す

こ
と
は
、
す

で
に
広

く
認
め
ら
れ

て
い
る
・
明
治
六

(
天

七
ご

年
七
月

の
太
政
官
布
告
第
.
石

、
一口諺

公
布
を
も

.
て
行
わ
れ
る

一
連

の
地
租
改
正
事
業
は
、
な

に
よ
り
も
・
全
国

の
土
地

の
測
量
と
そ

の
図
面

の
作
成
、
誉

り
に
、
そ
れ
を
登
録
す

る
土
地
台
帳

の
調
製
と

い
う
作
業
か
ら
享

さ
れ
た
。
そ
の
作
業

は
・
基
本
的

に
は
・
百

来
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検
地

ノ
例
規

ト
各
地

ノ
慣
翠

ヲ
参
酌
、
匙

L
す
る
と
述

べ
る
よ
う
に
、
旧
幕
期

の
検
地

の
形
式

と
変
わ
り
は
な
い
。

一
般

に
・

旧
幕
期

の
検
地

と
地
租
改
正
時

の
測
量

に
お
け
る
主
体

の
違

い
に

つ
い
て
は
、
前
者

が
領
主
側

の
検
地
役
人

に
よ

.
て
行

わ

れ
、
後
者
が

「
人
民
」

に
よ

.
て
実
施

さ
れ
た
と

い
・つ
占
{が
強
調
さ
れ
る
.
そ

の
改
租
事
業

で
の

天

民
L

に
よ
(橘

量

の
あ
り
方

は
、

三

地
丈
量

ノ
業

ヲ
挙

二

切
人
民

ノ
担
理
ト
ナ
シ
、
官
吏

ハ
誉

分
派

シ
、
其
丈
量

ノ
精
粗
、
適
否

ヲ
検

ス
ル
孟

L
め
た
と
す
る
記
述

に
裏
付
け
ら
れ

て
い
る
・
夷

、
改
租
事
業

で
の
測
量
作
業
を
t
体
的

に
担

.
た
の
は
、
地
方
巧
者

で
あ
る

天

民
L
た
ち

で
あ

.
た
。

地
方

に
よ

っ
て
は
・
測
量

の
輩

に
精
粗

が
認
あ
ら
れ
る
も

の
の
、
全
国
規
模

で
の
土
地
測
量

の
実
施

と
い
・つ
点

で
は
、
そ
の
目
的

は

曲
が
り
な
り

に
も
護

さ
れ
た
・
全
国

の
⊥
地

の
籔

は
・
宅
地
を
含
あ

て
八
茜

四
無

と

い
う
天
文
学
的
な
数
字
と
な
り
、
傾
斜
地

の
多

い
日
本

の
地
形

に
加
え
・
零
細
な
耕
地

の
地
片
か
ら
な
る
土
地

の
状
態
を
愚

に
入
れ
れ
ば
、

そ
れ
は
技
術
的

に
も
驚
く

べ
き
大
事

業

で
あ

っ
た

と

い
え

る
・

旧
幕
期

に
、
村

の
な

か

に
検

地

の
測

量
技

術

が
備

わ

.
て

い
な

い
と
す

る
な
・り
ば

、

}」
の
人
事

業

を
成

し
遂

げ

る

に

は
・

短
期

間

に

「
人

民
」

へ
測

量
技

術

を

伝
授

す

る
政
府

の
測
量

技
術

者

の
存

在

が

な
け

れ
ば

な

ら
な

い
。

　
る

　

確

か

に
・

冒

吏
L

が

周

囲

数

村

ノ
人

民

ヲ
招
集

L
し

て
、
「
実

地

二
就

テ
量

法
算

則
製

図

ノ
法

」
を

「
教

授
」

し
た

と
あ

る

よ
,つ
に
、

測

量
技

術

を
習

得

し

て
い
な

い
村

に
政
府

の
型

里
技
術

者

が
出

向

い

て
指
導

す

る

}し
と

も
あ

.
た

で
あ

う

つ
。

し

か
し
、

明
治

政
府

が
本

格
的

に
測
量
技
術
者

の
畿

に
取

り
か
か

っ
た

の
は
、
⊥
部
省

が

測

量
技
術
通
学
生
規
則
L
を
布
達
し
萌

治
⊥ハ
年
か

り
で
あ

.
た
。

同
年

二

月

に
撃

さ
れ
た
内
務
省
が

こ
れ
を
引
き
継

い
で
、
全
国
測
量

に
取
り
か
か

.
た
が
、

そ
の
実
湧

法
を
盛

り
込
ん
だ

「
量
地

条
例
綱
領
」
を
内
務
省
届

の
形

で
布
達
し
た
の
は
、
三
年
後

の
九
年
五
月
三
日
に
な

.
て
か

り
の
▼し
と

で
あ
る
。

こ
う
し
た
政
府

に
よ
る
測
量
技
術
者
育
成

の
取
り
組
み

の
遅
さ
か
ら
判
断
す
る
と
、
か
く
も
短
期
間

ρ

つ
ち

に
全
国

の
土
地
測
量
が
実

現

で
き
た
背
景

に
は
、
政
府

の
測
畏

術
者

の
指
導
を
必
要
と
し
な

い
、
古
同
度
な
測
量
技
術
が
地
方

旙

い
て
す

で
に
肇

し
て
い
た
と

い
う
事
実

が
あ

っ
た

か

ら
と
考

え
ら

れ

る
。

わ
ず

か
な
期

間

に
彪

大

な
筆

数

を
整

理
し

え

た

魔

法

の
鍵

L

は
、

ま

さ

に
そ

}」
に
求

め

,り
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れ
る

べ
き

で
あ
ろ
う
。
小
稿
は
、
地
租
改
正
事
業
を
可
能
と
し
た
測
量
技
術

が
、
村
主
導

で
実
施

さ
れ
た
近
世

の
検
地

の
測
量
技
術

の
な

か
に
見
い
出

さ
れ
る
と

い
う
事
実
を
、
『
耕
稼
春
秋
』

に
描
か
れ
た
測
量
図
を
素
材

に
し
な
が
ら
検
証
し
よ
う
と
意
図
す

る
も

の
で
あ

る
。

地
租
改
正
時
の
測
量
方
法

明
治

.
噂
(
天

六
九
)
年
、
改
正
掛

に
就
任

し
た
渋
沢
栄

ぼ

、
『
青
淵
先
崖
伝
初
稿
』
の
な
か
で
、
改
正
掛

の
r
要
な
事
業
と
し

て
・
地

租
改
正
、
駅
逓
法
変
更
、
度
量
衡

の
改
正
と
と
も

に
禽

測
撃

あ
げ

て
転
祝
・
叢

{な
が
ら
・
地
租
改
正
・
度
量
衡

の
改
正
・
全
国
測

量

の
三
事
業

は
、
奇

分

の
関
係

に
あ
る
。
実
際
、
明
治
六
年
七
月

の

「
地
方
官
心
得
書
」
に
は
、
調

査

ノ
難

キ
地
価

ヲ
定

ム
ル

ヲ
篁

ノ
難

事

ト

シ
、
土

地

ノ
広

狭

ヲ
量

ル
ト
落

地
或

ハ
重

複

ノ
地

ナ
キ

ヲ
検

ス
ル
亦
之

ピ

一
亜

ケ
リ
、
故

二
調
査

ノ
間
最

モ
此

両
件

二
注
意

ス

ヘ
シ
」
と
あ

る
。
さ

ら

に
、
明
治
九

年

三
月

三

日

の
地

租
改

正
事

務

局

か
ら
各

地

の
出

張

職
員

へ
宛

て
た
達

書

に
は
・
「
首

ト

シ
テ
丈

量

ヲ

正
確

ニ
シ
地

盤

ヲ
定

ム

ヘ
シ
、

此

業

ヲ
終

ル

ニ
非

レ

ハ
収
穫

・
地

価

ノ

コ
ト

ヲ
誘

フ

ヘ
カ

ラ

ス
」

と

示
達

し

て
、
正

確

な
土

地
測

量
作

業

が
地

租
改

正
事

業

の
基

本

で
あ

る

こ
と

を
述

べ

て
い
る
。

そ
の
測
樺

業
の
過
程
で
作
成
さ
れ
た
地
図
に
は
、
野
取
図
と
改
租
図
が
あ
麗

、
地
租
改
正
時
の
土
地
整
理
の
成
果
図
で
あ

る
改
租

図

を

作
成

す

る

に
当

た

っ
て
採
用

さ
れ

た
測

量
方

法

は
、
次

の
よ

う
な

も

の

で
あ

っ
た
。

地
押

ハ
、
土

地

ノ
重

複

若

ク

ハ
脱

落

ナ
キ

ヲ
要

ス

ル
為

メ
、
当

初

芝

ヲ
施

行

ス
ル

モ

ノ
ナ
リ
、
其
方

法
先

ツ
人

民

ヲ

シ
テ
・

小
村

バ

一
村

通

シ
番

、
人

村

ハ
各

字
限

リ

一
地

肇

毎

芝

蕃

号

ヲ
附

シ
、
而

後

卜
字

法

、

又

ハ
三
斜
法

ヲ
以

テ
其

歩
積

量

リ
・
畝

杭

ヲ

建

テ
、

字

.
番

n与

.
地

目

.
反

別

.
聖

姓

名
等

渾

テ
之

ヲ
明
記

シ
、
又

其
番

号

地

順

二
随

ヒ
、

事

毎

ノ
形
状

ヲ
見
取

図

二
製

シ
・

之

レ
ヲ
聯

合

シ
テ

一
字

限

リ
及

ヒ

一
村

限

図

ヲ
製

シ
、
地

引
帳

ト
共

二
之

ヲ
管

轄
庁

二
上
申

セ

シ

ム

　
　

　

右

の
報

告

書

に
は
、
土

地

測

量
を

最
初

に
実
施

す

る

こ
と

の
意

義

、

そ

の
手

順
、

さ

ら

に
、

そ

の
方
法

、

明

記
す

べ
き

必
要

事
項

、

地

榊　糊
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図1「 十字法」による測量図
十
宇
認
竿
入
口

字

番

元
何

㎜

何

反

歩

宅

何

某
豊

枚一
(注)「 松方正義地租改IE報 告書」(『明治前期財政経済史料

集成』第7巻,原 書房刊)よ り。

図

の
作

成
、

上

申

の
手
続

き

な

ど

が
記

さ
れ
、

地

租
改

正
時

の
土

地

測

量

に
関

す

る
要

件

が
、

そ

の
短

い
文
章

の
な

か

に
集

約

さ
れ

て

い

る
。

こ
こ

で
注
目

さ
れ

る

の
は
、
「
f
字

法
、
又

ハ
三
斜
法

ヲ
以

テ
其

歩
積

ヲ
量

」

る
と

あ

る
よ

う

に
、

測
量
方

法

が
明

記

さ
れ

た

こ
と

で

あ

る
。

つ
ま

り
、
地

租

改
正

時

の
測

量
技

術

と
し

て
、
「
卜
字
法

」
と

「
三
斜

法

」

が
採

用

さ
れ

た

こ
と

を
確

認

し
う

る

の

で
あ

る
。

そ

こ

で
、

同

報

告
書

を
利

用

し

て
、

こ

の

「
十

字
法

」

と

「
三
斜

法
」

に

つ
い

て
若

.干
説

明

を
加

え

て
お
き

た

い
。
ま
ず

、
7
r
字

法
」
と

い
う

の
は
、
図

1

で
示

し

た

よ
う

に
、
土

地

を
長

方
形

化

し

て
、

そ

の
縦

と
横

の
長

さ
を

測

っ
て
地

積

を
求

め
る
も

の

で
あ

る
。

上

の
図

の
よ

う

に
、

各
筆

の
田

・
畑

・
宅
地

は
必
ず

し

も
完
全

な

長
方
形

で
は
な
い
が
・
丁

字
法
L
で
は
、
余
分

な
部
分
と
欠
け
る
部
分
と
を
相
殺
し
て
長
方
形
を
作
り
、
そ
の
縦
と
横
を
測
量
し

て
求
積

す
る
・
な
お
・
長
方
形

の
縦
と
横

の
決
め
方
は
、
和
算
式
測
量
技
術

の
流
派

に
よ

.
て
異
な
り
、
地
租
改
正

の
測
量
方
法

で
は

長

い
方

が
縦

L
.
「
短

い
方

が
横

」

と

い
う
区

別

が

展

的

で
あ

っ
た

と

樋

.

こ
れ

に
対

し
、

三

斜

法

L

は
、
図

2

の
よ
う

に
な

る
.

「
三
斜
法

」
は
・
土
地

を

測
量

す

る
と
き

に
、
そ

の
地
形

、
な

い
し

は
図
形

の
な

か

に
い
く

つ
か

の
三
角

形

(直
角

三
角

形

)
を

つ
く

り
、

そ

の
細
分

さ
れ

た
直

角

三
角
形

を

一
つ
ず

つ
測

量

し

て
合
計

し
、
全

体

の
地

積

を
算
出

す

る
も

の

で
あ

る
。

た
と

え
、

最

初

に
直
角

三
角

形

と

な
ら

な

く

て
も
、
そ

の
頂

点

か

ら
底

辺

に
向

か

.
て
垂

直

な
線

を
引

け

ば
直

角

一.角

形

が

で
き

る
。
}」
の
方
法

は
、
雫

字
法

L
よ
り

正

確

で
あ

っ
た

こ
と

か

ら
、

後

に

は
、

広

く
用

い
ら
れ

る

よ
う

に
な

っ
た
。

こ

の
ほ
か

に
も
、
次

節

で
触

れ

る

「
板
分

間
」

面

り
分

間
L
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図2「 三斜法」 による測量図
な

ど

の
測

量
技

術

が

あ

っ
た
。

}」
,つ
し

た

い
く

つ
か

の
測

量
方

法

の
・つ
ち
、

ど

の
方

法

を
採

用

す

る
か

は
、

村

の
意
向

に
委

ね
ら

れ

た
。
例

え
ば
・

明
治

八
年

に
本

格

的
な
改
租
事
業
に
着
手
し
た
石
川
県
鳳
至
郡
伏
戸
村
の
場
合
で
は
、
「李

法
」
に
よ
る
測
努

法
が
採
用

さ
れ
た
・
同
村
に
は
・
そ
の
年

六
月
の
土
地
趨

妻

の
過
程
で
作
成
さ
れ
た
五
冊
の

郵

帳
L
が
伝
存
為

。
そ
の
う
ち
の

扁

「
男

樋
爪
才
良
馬

場
内
苗
代
惣
歩

打
立
野
帳
」
か
ら
、
測
量
結
果
を
記
録
し
た
冒
頭
部
分
を
抽
出
す
る
と
、
次

の
よ
う
に
な

る
。

樋
爪

コ
　
　
セ

ノ
の

…震

歩

輔兀
何
『

謬

幻

謡

.鴬分

馨

〆
十
五
歩
三
厘

常
蔵
作

(注)図1と 同 じ。

{
四
間
八
分

.
簡

八

分

　
マ

マ
　

〆
卜

三
歩

四
厘

壱
番

同
北
井
大
道
縁
り

同
人
作

弐
番

こ
の
記
載

方
式

か
ら
、
縦
と
横

の
長

さ
を
乗

じ

て
地
積

を
求

め

る

「
レ
字
法
」

の
測
量
方
法

で
あ

っ
た

こ
と
が
知
ら
れ
る
。
石
川
県

の
場

合
、
地
租
改
正
時

の
測
量
技
術
と
し

て
は
、
「卜
分

ノ
七

ハ
f
字
器

ヲ
用

ヰ
、
余

ハ
三
斜
法

ヲ
用
ヰ
施

」

と
記

さ
れ
る
よ
う
に
・
卜
字
法
が
†
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流

で
あ

っ
た
・
し
か
し
・
明
治
八
年
段
階

で

下

字
法
L
を
採
用

し
た
伏
戸
村

で
は
、
明
治

二
〇
年

の
地
価
修
正

の
地
押
調
査

の
と
き

に

は
・
「
三
斜
法
」
を
導
入
し
て
馳

・
た
だ
、
そ
の
明
治
、
6

年
段
階

で
も
、
依
然
と

下

字
塗

を
使

.
て
測
量
し
た
石
川
県
河
北
郡
津

幡
村

の
よ
う
な
例
も
麓

・

一
般
的
な
傾
向

と
し

て
は
、
丁

字
法
L
か

り
よ
り
正
確
な

三

斜
法
L

へ
と
切
り
換

え
.り
れ
て
い

っ
た
よ
.つ

で
あ
る
・
と
も
か
く
・
本
節

で
は
・
地
租
改
正
時

の
土
地
測
量

に

つ
い
て
は
、
下

字
法
L

三

斜
法
L
な
ど

の
旧
来

の
和
算
式
製

技
術

が
利
用
さ
れ
・
そ

の
う
ち
ど
の
技
術
を
採
用
し

て
測
量
す

る
か
は
村

の
董

や
慣
行

に
任
甘

り
れ

て
い
た

▼し
と
を
確
認
し
て
お
き
た
い
.

二

「
惣
高
廻
り
検
地
」
の
測
量
方
法

地
租
改
正
時

の
測
量
技
術

が
・
旧
鷺

の
和
算

式
測
量
技
術

に
依
拠
す
る
な
・り
ば
、
当
然
、

そ
の
前
提
と
な
る
近
世

の
測
畏

術

の
内

容

が
問
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

そ
こ
で
、
本
節

で
は
、
加
賀
薄

お
け
る
検
地

の
方
法
を
取
り
上
げ
、

そ
の

「
惣
高
廻
り
検
地
を

称

さ
れ

る
独
特

な

検
地

が
・

い
か
な

る
測
量

技
術

に
よ

っ
て
施
行

さ
れ

た

の
か

、

ま
た
、
検

地

の
主
体

が

だ

れ

で
あ

.
た

の
か
と

い
.つ
問

ム
め

　

題

を

設
定

し

て
、

そ

の
解

答

を

追
究

し

て
み
る

こ
と

に
す

る
。

近
世
讐

と
し
て
史
料
的
価
値

の
高

い

『
耕
軽

穂
』

に
は
、
土
地
測
量

に
関
す

る
い
ら

か
の
村
絵
図

や
田
地

の
測
量
図
が
描
か
れ

て
い
る
・
周
知

の
よ
う

に
・
同
書
は
・
宝
永
四

(
一
七
〇
七
)
年

に
加
賀
藩

の
レ
村
を
勤
め
た
土
屋
又
三
郎

に
よ

.
茎

臼
か
れ
た
。
毒

は
+
村

な
ど

の
役
撃

勤
め
た
が
・
身
分
と
し
て
は

胃

姓
」
身
分

の
者

で
あ

.
た
.
璽

日
に
は
、
村
絵
図
と
田

の
型

芳

法

の
図
が
収

録
さ
れ

て
い
る
が
・

こ
こ
で
は
ま
ず
、
村
絵
図

の
方
か
ら
説
明
を
加

え
る
こ
と

に
す
る
。
村
絵
図

は
六
籍

あ
り
、

そ
の
.つ
ち
、
三
籍

を

図
示

し
た

の
が
、
図

3
①

～

③

で
あ

る
。

①

の
村
絵

図

は
・

村

の
周

囲

が
長

方
形

に
近

い
形

を

し

た
村

で
、

そ

の
村

の
な

か

に
川

、
池

、

道
、

大

岩
な

ど

が
記

入

さ
れ

て
い
る
。

さ
ら

に
・
大
小

二

つ
の
長

方
形

が
書

き
込

ま

れ
、

そ
れ
ら

に
は

天

縄

L
「
雛

」
と

の
注

記

が
あ

る
。
次

に
②

と
③

は
、
①

と
比

較

し

て
、
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い
く

ぶ
ん
複

雑

な
形

状

を

も

つ
村

の
事
例

を

示

し

た
も

の

で
あ

る
。

①

と
同

様
、

川

と
道

餐

口
き
込

ま
れ

て

い
る
が
、

図
形

が
細

分
化

さ

れ
・

②

は

天

縄

L
「
縁

端
」

の
ほ
か

「小

縄

」

の
図
形

が
あ

る
.

ま

た
、
③

は
、
天

縄

L
「
縁
端

」

だ

け

で
あ

る
が
、

「下

ト
立

用
」
「
上

ト
立

用
」

と
注

記

が
あ

っ
て
、

両
者

が

相
互

に
相

殺

さ
れ

て

「
大

縄

」

を
形

づ

く

る
。

こ
れ
ら

の
村
絵
図
は
・
土
崇

「
凡
此
六
・
…
ハ
村

々
定
成
大
概
を
記
す
」
と
断

.
た
上

で
、
コ

ケ
村
惣
高
廻
御
検
地

の
割

は
、
禦

行

天

に
足
軽

天

宛
召
連
其
所

へ
出
・
検
地
村

の
絵
図
を
取
、
本
算

定
境
村

々
百
姓
不
残
折
高
詞
し

て
、
翌

日
定
廻
り
し

て
皆

井
轡

等
見
届
・
吟
味

の
上
竿
打
格
也
L
と
記
述
す
る
よ
う

に
、
加
賀
藩

で
行

わ
れ
る

「
惣
高
廻
り
検
地
」

の
た
め

に
作
成
さ
れ
た
村
絵
図

で
あ

る

こ
と
は
明
ら
か

で
あ
る
。
土
屋
は
続
け

て
次

の
よ
う

に
述

べ
る
。

改
作
始

よ
り
・
御
検
地
所

へ
他
郡

の
御
扶
持
人

ト

村
、
禦

行

天

へ

天

宛
指
添
白
田
折
役
す

る
物
也
、
御
検
地
引
物
其
外
御
定
壮
口

両
通
有
・
大
縄

の
内

に
有
・
江
・
道
・
果

、
石
塚
、
神
社
、
廟
所

な
と
皆
引
物

に
成
故

に
、
惣
打
立

の
内
抜
物

に
な
る
御
格
、
里

ケ
村
抜
物
別
帳
に
有
物
也

こ
こ
に
は
・
後
述
す
る

面

扶
持
人

・
卜
村
L

な
ど

の
検
地

へ
の
関
与

の
仕
方

や
白
田
折
規
定

.
抜
物
規
定
を
含
む
袈

藩

の
検
地

の
内

容

が
、

短

い
記

述

の
な

か

で
あ

ま
す

と

こ
ろ

な
く

示

さ
れ

て
い
る
。

こ
の
村
絵
図
が
何
を
目
的

に
・

ま
た
、
ど

の
よ
う
な
測
畏

術

で
作
成

さ
れ
た
の
か
と

い

っ
た
疑
問

に

つ
い
て
は
、
後
年

の
石
黒
信
由

の
測
量
技
術
が
そ
の
蟹

を
与
え

ぞ

翫

。
宝
暦

δ

(
毛

六
〇
)
年
、
越
中
国
射
水
郡
高
木
村

に
生

ま
れ
た
石
黒

は
、
上
屋

又
三

郎

と
同
じ
よ
う

に
+
村
を
勤
め
る

習

姓
L
身
分

の
者

で
あ

っ
た
が
、
和
算
学
、
測
量
術
、
天
文

.
暦
学
な
ど
を
究
め
、
数

々
の
す
ぐ
れ

た
著

書

を
残

し

た
・

と

り

わ
け
・
享

和

二

(
一
八

・

、
一)

年

に
著

し

た

『
測

遠
要

術

』

は
有

名

で
、
石

黒

は
、

そ

の
な

か

で

「
縄
張

町
見

領
形
絵
図
仕
立
之
法
」
や

「
磐

術
領
形
絵
図
仕
立
之
法
」

の
測
量
技
術
を
解
説
し

て
い
る
.
ど
ち
.b
も
村
絵
図

(領
絵
図
)

の
作
成
方

法
を
示

し
た
も

の
で
・
前
者
が

「
平
板
測
量
法
」
、
後
者
が

面

り
分
間
法
L

の
測
量
方
法

で
あ
る
。
葱

高
廻
り
検
地
L

で
利
用
さ
れ
た
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図5① 「下絵図」

(注)「 検地方算法」(金沢市立図書館蔵)よ り。

の
は
・
主

に
後

者

の

「
回

り
分

間
法

」
で
、
名
称

の
由

来

も

そ

こ
に
起

因

す

る
。
そ

こ

で
、
そ

の

「
回

り
分

間
法

」
の
測

量
方

法

を
図

示
す

る

と
、

剰

4

の
よ
う

に
な

る
。

一
回

り
分

間

法

」

は
、

一
定

の
地

域

-
村

域

を

あ

ら

か

じ

め
確

定

し
、

そ

の
曲

が

り
目
曲

が
り
目

に
目
印

の
竹

を
凱

て
、

そ

れ
を
間
盤

(
磁
石

)
で
角

度

を
定

め
、
間

盤

か

ら
目
印

ま

で
の
距

離

を
縄

や
竿

を

使

っ
て
測

り
、

順

次
、

そ

の
距

離

を
確

定

し

て
い
く
も

の

で
あ

る
。

そ

の
方
法

で
山
林

を
除

く
村

の
周

囲

が
正
確

に
測
量

さ

れ

る
と
、

村

絵

図

を
作

成

し

て
検

地

に
備

え

る
。

こ
れ

ら

の
作
業

を

担

う

の
は
、

主

に
十
村

な

ど

の
村

役
人

た
ち

で
あ

っ
た
。

測
騒

の
結

果
、

適

当

な

縮

尺

で
村

絵

図

が
作
成

さ
れ
、
そ

こ
に
川

、
道

、
宮
、
三
昧

な
ど

が
書

き

込

ま

れ
る

と
、
「
仮
絵

図

」
(
ー

「
下

絵
図

」
)
と

い
わ

れ

る
絵

図

が

で
き
上

が

る
。

さ
ら

に
、

そ

の
な

か

に
長

方
形

や
三
角

形

が
書

き
入

れ
ら

れ

る
と
、
「
領
絵

図

」
が
完

成

す

る
。

そ

の
場
合

、
そ
れ

ぞ
れ

の

図
形

に
は
、
コ

番

角
縄

」
か

ら

は
じ
ま

っ
て
、
「
角

縄

」
や

「
縁

端
」

な
ど

図
形

の
数
だ

け
、

順

々
と
通

し
番

号

が
付

さ

れ

る
。

図

5

の
①

が

「下

絵

図

」
で
、
②

が

「
領

絵

図

」
で
あ

る
。
こ

の

「
領
絵

図

」
が

前
出

の

『
耕
稼

春
秋

』

に
描

か
れ

た
村
絵

図

と
同

じ

も

の

で
あ

る

こ
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図5② 「領絵図」

(注)図5① と同 じ。

と

は
、

多

く

の
説
明

を
要

し

な

い

で
あ

ろ
う
。

検

地

の
際

は
、

こ
の

「領

絵

図

」
を
持

参

し

て
、
検

地

に
取

り

か

か

る
。
文

化

九

(
一
八

一
二
)
年

に
検

地

が
行

わ
れ

た
加

賀
国

能
美

郡
日
用
村

の
検
地
に
関
す
る
羅

が
伝
わ
る
の
で
・
次

に
引
用
し

て

「惣
高
廻
り
検
地
」

の
実
態
を
う
か
が
う
こ
と

に
し
よ
う
。

同
村

の

検
地

に

つ
い
て
は
、
「
能
美
郡

日
用
村
内
検
地
打
立
井
抜
物
帳
」
「能

美
郡

日
用
村
内
検
地
領
絵
図
」
「
能
美
郡

日
用
村
惣
打
立
歩

の
覚
」

な
ど

の
基
本
史
料
が
残
存
す
る
。

「領
絵
図
」

の
引
用

は
省
略
す

る

が
、
「
内
検
地
打
蹉
井
抜
物
帳
」
の

一
部
を
紹
介
す

る
と
、
以
下

の
よ

う
に
な
る
。一

番
角

一
百
甘

.
「間
八
分

南
縄

一
百
廿
三
間
六
分
五
厘

平
均〆

百
弐
拾
三
間
弐
分
弐
.厘
五
毛

一
四
拾
九
間
九
分

一
四
拾
八
間
八
分

平
均

北
縄

西 東
縄 縄
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四
拾
九
問

.、分
五
厘

〆
六
千
八
拾
壱
歩
壱
分
五
厘

四
毛

右
之
内

幅
一
壱
間
五
分

一
弐
間

〆
平
均
壱
間
七
分

五
厘

一
五
拾
弐
間

〆
九
拾
壱
歩

(中
略
)

拾
番
縁

一
八
拾
間

一
六
間
三
分

〆
五
百

四
歩

内

一
四
拾
五
間

壱
間

〆
四
卜
五
歩

南

ノ
道
方

右
長
間
藪

皆
畑四

つ
折

江
道
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四
百
五
卜
九
歩

畠
四
つ
折

内
三
百
四
卜
四
歩
弐
分
.五
厘

折
捨
歩

百
十
四
歩
七
分
五
厘

本
歩

並
日
通
、
「
打
産

」
と

「抜
物
帳
を

は
別

々
の
帳
簿

で
あ

る
が
、
扇

村

の
場
合
、
そ
れ
が

一
帳

に
ま
と
め
ら
れ

て
作
成
さ
れ
た
・
こ

の
検

地

で
は
、

一
か

、り
四
六

ま

で
の
番

与
が

つ
け

り
れ
、

そ

の

;

ひ
と

つ
の

「
角

」
「
縁

端

」
疲

物

L
が
測

量

さ
れ

た
・
コ

番

角

L

の

よ
.つ
な
人
き
な

「
角
」
は
、
東
西
南
北

の
距
離

が
測
嬰

れ
、
南
北

の
平
均
値

と
東
西

の
平
均
値

が
か
け
合
わ
さ
れ

て
地
禦

求
め
ら
れ

る
。
「
蕃

角
」
の
A
口
計
歩
数
は
六
・
△

杢

盆

厚

四
毛
と
な
る
。
そ

の
な
か
か

ら
道
・
江
・
宮
な
ど

の
歩
数
が

援

物
L
歩
数
と
し

て
差
し
引
か
れ
る
。
「抜
物
」
の
・つ
ち
、
道
や
江
な
ど

芳

が
長

い
場
合

は
、
数
か
所

の
幅
を
測

そ

そ

の
平
均
値
を
出
し
・
そ
れ
を
長
さ

に
乗

じ

て
歩

数

を
算

出
す

る
.
ま

た
、
「
縁

端

」

の
捜

は
、
「
抜
物

」

と
同
様

、
縦

と
横

を
乗

じ

て
求

め

ら
れ

る
・

た
だ

・
「
馨

縁
」

の

畑

の
場

A
口
の
よ

.つ
に
、

「
白
田
哲

の
畑

で
あ

る
な

,b
ば
、

特

別

の
算
定

方

法

を
必

要

と
す

る
・

田

の
面

積

に
肇

す

る
た
め
・

「
畠
折

」

と

い
わ
れ

る
操

作

を
行

わ

な

け
れ

ば

な
.b
な

い
か

・り
で
あ

る
。

そ

こ
に
あ

る

西

つ
折

L

と

い
う

の
は
・

そ

の
畑

の
霧

を

計
算

上

四
分

割

し

、

そ

の
,つ
ち

三

つ
を
控
除

し

て
、

残

り
を

そ

の
畑

の
霧

と
算

定

す

る

こ
と

で
あ

る
。

ま

ず
・

五

・

四
歩

の
畑

寝

の
う
ち
西

五
歩

の

「
江
道
」
が

疲

物
L
歩
数

と
し

て
差
し
引

か
れ
、
そ
の
残

り
が
四
五
九
歩
と
な
る
。
そ

の
四
五
九
歩

に
対
し

て
・
「
四

つ
折
」
の

「
畠

折
」

が
施

}」
さ
れ
、
四
分

璽

二
に
相
当
す
る
三
四
四
歩

.
盆

厘
が

「
折
捨
歩
」
と
な

り
、

そ
れ
が
四
尭

歩
か
ら
控
除

さ
れ
・

そ
の
残

歩

二

四
歩
七
分
五
厘
が
}、
の
畑
の
最
終
的
磁

と
な
る
.
そ
れ
は
、
嚢

で
も
名

目
的
な
霧

で
あ
る
が
、
田
の
霧

に
養

す

る
た
め
そ
の
よ
.つ
な
操
作
が
行
わ
れ
る
の
で
あ

る
。
測
努

法
と
し

て
は
、
「
畠
哲

の
有
無

に
か
か
わ
ら
ず
・
属

」
「
縁
端
」
と
も
縦
と

攣

乗

じ

て
求
積
す
る

「
卜
字
法
」
が
使
わ
れ
る
.
▼、
の

葱

高
廻

り
検
地
L

で
は
、
村

の
周
囲
を
確
定
す

る
測
量

に
は

面

り
分
間
法
L

が
、
ま
た
、
「
角
」
「
縁
端
」

や

疲

物
L

の
面
積

を
求
め
る
測
量

に
は

ア

字
法
L
が
そ
れ
ぞ
れ
使

わ
れ
た
・
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葱

打
彦

の
覚
L
に
よ
る
と
・
昂

村

の
惣
歩
数
は
ゴ
.万

天

、
五

歩
三
分

二
厘

四
毛

で
、
抜
物
惣
歩
数
は

万

δ

三

歩
八
厘
六

毛
と
な

っ
て
い
る
・

そ
し

て
、
惣
歩
数
か
ら
抜
物
惣
歩
数
を
差
し
引

い
た
残
歩

の

「
有
歩
詳

は
、

二
万
。
八
。
、
墾

分
三
厘
八
毛
と

記
さ
れ

て
い
る
・
さ
ら
に
・
「
高

二
直

シ
」
て

二

著

八
斗

七
升
九
合

三
タ
四
才
八
味
と
あ
る
.
}」
れ
は
、
日
用
村

の
村
高
を
示
す
も

の

で
・
加

賀
国

の
反
当

た

り
歩

数

は
三
・

・
歩

で
あ

る
か

ら
、

反
別

に
直

す
と

六
九

反

三
分

四
厘

・

七
九

三

一三

と

な

り
、

そ

の
反

別

に
、

あ

ら
か

じ
め

設
定

さ
れ

て

い
た
加

賀
国

能

美

郡

の
斗
代

宕

七

斗

を
乗

じ

る

と
村
高

が
求
め

・り
れ

る
.

}」
・つ
し

て
検
地

は
終

r

す

る
が
、

「
野
帳
」
∴

内
検
地
姫

帳
L
・
「
引
物
帳
」
∴

内
検
地
抜
物
帳
L
、
そ
れ

に

嶺

絵
図
L
を

セ

ッ
た

し

三

進
上
L
す
れ
ば
、
「
水
帳
」

が
村

に
交
付
さ
れ
る
・

こ
の

「
水
帳
」
は
、

巖

に

「
検
地
打
渡
状
」

と
い
わ
れ
、

霜

に
面
積

と
村
高
重

口き
上
げ
た
だ
け

の
も
の
で

あ
る
・

そ
れ
が
全
検
地

の
董

を
示
す
も

の
で
あ

っ
た
.
加
賀
藩

で
は
、

い
わ
ゆ
る

一
筆

」
と

の
検
地
帳
は
存
在

し
な
か

.
た
。

し
か
も
・
丙

検
地
を

い
う
の
は
蝋

河
A
蜘

L

に

「
御
扶
持
筆

て
、
試
と
し

て
内
検
地
致
し
候

て
相
願
也
、
是
を
禺

検
地

ト
云

フ
…

都

て
本
検
地
と
先

ハ
替

り
無
之
」
と
記

さ
れ
る
よ
う
に
、
藩

の
検
地
役
人
が
出
役
し
な

い
で
、
村
側

で
独
n

に
行

つ
検
地

で
あ

っ

歓
雛
籍

叢

難
い繁

纏
製
蘇
.雛

雛
離

難

難

観

の
検
地

仕

讐

が
伝

わ

っ
て
お

り
・

そ

の

こ
と

は

ま
た
、

領

t
検

地

で
あ

る

葱

高

廻

り
検

地

L

が
彼

・り
の
毒

に
よ

っ
て
行

わ

れ
た

}」

と
を
物
語

っ
て
い
る
。

三

割

地

に
伴

う

測

量

方

法

加

賀
藩

領
を

は
じ

あ
北

陸
地

方

の
各

地

に
お

い

て
、
割

地

慣
行

が
広

く
行

わ

れ

た

}、
と

は
、

周
知

の
通

り

で
あ

る
。

加
賀

藩

で
竺

筆

ご

と

の
検
地

帳

が
作

成

さ
れ
な

か

っ
た

こ
と
か

・り
、
当

然

な

が

ら
、
村

に
お

い
て
土

地
経

営

を
行

つ
に
は
、

そ
れ

に
代

わ

る
土

地
ム
ロ
帳

が
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な
く

て
は
な

り
な
か

っ
た
。

そ
の
土
地
ム
ロ
帳
を
作
成
す

る
に
は
、
村

に
存
在
す

る
田
畑

屋
敷

の
面
積
を

華

ご
と

に
測
量
し

て
・

そ
の

正
確
な
面
積

と
位
馨

鎧

す

る
必
要
が
あ
る
。
前
節

で
み
た

丙

検
地
L
と
は
別
に
、
村
独
自

で
実
施
す

る
土
地
測
撃

や
は
り

丙

検
地
L
と
呼

ぶ
▼、
と
が
あ

.
た
。
ほ
か

に
も
、
示

輝

丙

縄
L
丙

笛

な
ど

の
用
語
が
・
袈

藷

下

の
地
域

に
残

る
史
料

の
な
か

に

贅

さ
れ
る
.

い
ず
れ
も
、
村
が
独
自

に
行
う
検
地

の
意
味
を
あ
ら
わ
し
た
翌

陶
で
あ

る
が
・
そ
れ
喬

能
と
す

る
に
は
・
村

の
な
か

で

測
量
技
術

が
伝
習
さ
れ

て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

そ
こ
で
、
そ
の
測
量
方
法

の
内
容

を
知

る
た
め
、
『
耕
稼
春
秋
』

に
戻

っ
て
、
「
田
地
検
地
算
法
」
と
あ

る
土
地
測
量
図

の

内
容
を
検
討
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。

①

♂
'冬

訊

圭

歩

そ

こ
に
は
、
最
初

に

「
爵

」
刃

田
L
「
直
田
」
「
斜
田
」
「
弧
田
」
三

斜
田
L
「
勾

股
田
」
「
二
斜
併
田
」
「
裏
田
」
「
直
減
勾
股
田
」
「
異
形
直
円
」
「
至
併
三
斜
田
」
「
梯
田
」

姻

「俊
畢

三
斜
併
田
」
剛
.
鍵

藷

田
L
翼

形
、
舞

田
L
直

併
二
謂

L
の
天

期

種

類

の
田

の
形

が
図

示

さ
れ

て

い
る
。

そ
し

て
、

そ

の
う
ち

、

い
く

つ
か

の
田

に

つ
い

土

て
雛

形

が

提
示

さ

れ
、

そ
れ

ぞ
れ

の
測
量

方
法

と

計
算

方

法

が
解
説

さ
れ

て
い
る
。

そ

　図

の
な

か

か

ら
二

つ
を
選

ん

で
掲

出

し

た

の
が
、
図

6
①

・
②

で
あ

る
。

①

は
、
「斜

田
」
の
形
を

も

つ
田

で
あ

る
。
そ

の
求

積
方

法

の
説

明

に
は
、
ま
ず

、

一

②

ら

】
間

と
七

間

を
加

え

て
.
一で
割

る
と
九

間

が
求

め

ら
れ

、

そ
れ

に
縦

の
長

さ
四
五
間

を

　阯

か

け

る
と

四
〇

五
坪

、

す

な
わ

ち
、

一
反
三

畝

一
五
歩

(三

〇
〇
坪

11

一
反

)

が
算
出

図

さ
れ
る
と
あ

る
。
こ
れ

は
、
下

字
法
L
に

よ
る
計
募

法

で
あ
る
・
②

は
・
「
勾
股
里

㈱

の
形
を
し
畠

の
事
例

で
あ
る
・
こ
の
震

方
法

の
説
明
と
し

て
は
・

天

間

(図
に
は
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奈

さ
れ
て
い
な

い
)
に
四
〇

間

を

か

け

毛

一〇

坪

を
求

め

、

こ
れ

を

、
扇

.
て
三
六

〇
坪

を
篭

す

る
と

し

て
い
る
。

そ
し

て
、

一

八

間

に
四
。

間
を

か

け

三

で
割

る

の
は
、

図

の
よ

う

に
そ

の
形

の
図

形

を

.
一
つ
A
口
わ

せ

て

四
角

形

と

し
、

そ

の
面

積

を
出

し

て
か

.り
半

分

に
し

て
三
角
形

の
面
積
を
籠

す

る
た
め
と

の
注
記
が
あ

る
.
そ
れ
は
、
「
三
斜
法
」
の
逆

の
応
用

で
あ
る
.
}」
の
ほ
か
、
両

畢

斜

田
L
三

斜

田
L
「
・
・斜
併

畢

‡
胆

「
異
形
直

田
」
「
‡
併
三
斜
田
」
三

斜
併
田
L
二

斜
併

三
斜
田
L
翼

形
二
斜
併
田
L
「
直
併

覆

田
」
な
ど
、
複
雑

な
形
状

の
求

積
方
法
が
詳
細

に
解
説
さ
れ

る
。

そ

こ

で
は
・
「
李

塗

の
型

畏

術

が
用

い
・り
れ

て
お

り
、
当

時
、
す

で
に
、
レ

村

2

フ
ス
の
者

た
ち

が

憂

水

準

の
測
量

技
術

を

習

得

し

て
い
た

こ
と

が
知

ら

れ

る
・
『
耕

馨

秋

」
に

}あ

よ

う
な

一
筆

ご

と

の
田

の
測
努

法

が
図

示

さ
れ

て
い
る

}し
と

か
、り
、
や
や
も
す

れ
ば
加

賀

藩

に
お

い

て
も

一
筆

ご

と

の
検
地

が
実
施

さ
れ

た
と

把

え
ら

れ

が
ち

で
あ

る
が
、

ワ」
れ

は
、
村

が
独
自

に
行

つ
割
地

の
と

き

の

測
男

法

を
蓑

留

め

た
も

の

で
・
決

し

て
領

セ
検

地

の
型

里
図

を

描

い
た
も

の
で
は

な

い
.
た
だ

、
前
述

し

た

よ
.つ
に
、
「
惣

、麺

り
検

地

」

の
場

合

で
も
・
面

り
分

間

法
L

に
よ

っ
て
村

の
周

囲

を
測

量
す

る
ほ

か

に
、
「
角

」
「
縁

端

」
や

「
抜
物

」
を
測

り
な
け

れ
ば

な

り
な

い
・

「
角

」

は

置

田

L

の
測

量
方
法

を

応

用
す

れ
ば

よ

い
が
、

「
縁
端

」

や

「
抜
物

」

は

岬
角

L

と

は
異

な
り
、

さ

ま
ざ

ま
な
形

状

に
な

る
の
で
・
そ
の
難

な
土
地
を
正
確

に
測
量
す
る
技
術

が
必
要
と
な
る
.
そ
の
よ
う
な
と
き
、
『
耕
馨

秋
」
に
記
さ
れ
た
田

の
測
畏

術

が
利
用
さ
れ
た
こ
と
は
想
像

に
讐

な

い
。
割
地

に
伴
う
村

の
測
量
技
術

が
、
検
地

の
と
き

に
応
用

さ
れ
た

の
で
あ
る
。
ま
た
、
葱

高
廻

り
検
地
L
は
・
業

的

に
は

「
抜
物
」
形
式

で
あ
る
が
、
「畠
折
」
の
あ
る
畑

で
は
、
そ
の

事

の
畑
、
な
い
し
は
、

そ
の
ま
と
ま
り
を
測

量
す

る
必
要
が
あ
る
・
そ

の
場
合

で
も
、
『
耕
馨

愁

に
描
か
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
形
状

の
田
の
測
努

法
が
利
用
さ
れ
た
も

の
と
推
測
さ

れ

る
　

こ

の
よ
う

に

「
角
」

「
縁
端

」

「抜

物
」
・

あ

る

い
は
、

「
畠
折

」

姦

用

す

る
畑

な
ど

の
測

量

に

つ
い

て
は
、

筆

」
と

の
測
量

に
準

じ

た
技

術

が
不

可
欠

で
あ

っ
た
・
年
代

が
降

る
と

と

も

に
、

そ

の
技
術

も

改
善

さ
れ
、
検

地

仕
蟻

日
の
な
か

に
は

「
李

法
」
だ

け

で
な

く
、
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三

斜
塗

が
図
示

さ
れ
る
よ
・つ
に
な
る
。
例

え
ば
、
前
出

の

覆

地
方
算
法
」
に
は
、
図

7
①
～
④

で
示
す
よ
う
な
測
量
図
が
収
め
ら
れ

て

い

る

。

地形測量図

① 直田② 鈎股田

、
＼
　

＼

諏

＼
、卜

L

へ へ駄て 飛獄
＼

ド気i
_⊥__濾 演

蝉
窪3

「

一

蕪

鷲

ず

呉

'

緬

珍

ゆ

イ

、
冤

そ

こ
で

は
、
ま

ず
、
た
と

え
複

雑

な
田

の
形

を
し

て

い

て
も
、

「
品

々
之

地

形

ヲ
成
替

二
依

テ
、

方

田

・
勾

股

田

等
之

形

ト

ナ

ル
」
と
述

べ
て
、
結

局

は
、
同
図

で
示

さ
れ

る
よ
う

な

「直

田
」

「
鈎
股

田

」

「
三
斜

田
」

「
四
斜

田

」

(『
耕
稼

春

秋
』

の

「
三
斜

併

田
」

の
図
形

に
相

当
す

る
)

の
四

つ
の
形

に
な

る
と
教

え

る
。
①

の

「
直

田
」

で
あ

れ

ば
、
「
是
、
方

田

一
ッ
、
勾

股

田

ニ

ッ
相

裂

ノ
形

チ
」
と
注

釈

し

て
、

正
方

形

一
つ
と
直

角

三
角

形

二

つ
の
図

形

と

な

り
、

そ

れ

ら
を

別

々

に
計

算

し

て
求

積

す

れ
ば

よ

い

と
し

て
い

る
。
②

の

「
鈎

股

田
」

で
は
、
「
勾

股

田

ト

ハ
、

勾

ト
股

ト

ノ
角

曲

尺
手

能

ク
合

フ
者

ヲ
云
、
又
、
不
合

者

ヲ
三
斜

田

ト
云
」

う

と
記

し

て
、

「
鈎

股

田
」

が
直

角

三

角

形

の

こ
と

で
あ

る
と
し

て
い

る
。
そ
し

て
、
三
角

形

で

も
直

角

三
角

形

で
な

い
も

の
を
③

「
三
斜

田
」
と

い
う
と

説
明

す

る
。
従

っ
て
、
③

の

「
三
斜

田
」
は
、
「異

勾
股

田

ニ

ツ
裂

タ

ル
形
」

で
あ

り
、
当

然

、
そ

の
面
積

は
図

の
よ
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③ 三斜田④ 四斜田

/し ぐ
乞ン 添Lノ 鎌為

へ
y

.奮

ゼ

ノ

＼'
、＼
4

一ト'一_き ・

 

h

転

ト

ー
糧
鋭
ー

巌

≠

礁
(注)図5① と同 じ。

う

に
異

な

る

二

つ
の
直

角

三
角

形

を

つ
く

っ
て
求

め

れ
ば

よ

い
。
最
後

の
④

の

「
四
斜

田
」
は
、
「
異
鈎

股

田

四

ツ
裂

タ

ル
形

」

の
図

形

で
あ

り
、

こ
れ
も

異
な

る
四

つ
の
直

角

三
角

形

を

つ
く

っ
て
求

積

す

れ
ば

よ

い
。

以
上

の
よ

う

に
、

近
世

後
期

の
こ

の

「
検

地

方
算

法
」

で
は
、

明

ら
か

に

「
三
斜

法

」

の
測

量
技
術

が
採

用

さ
れ

て
お

り
、
『
耕

稼
春

秋

』

の

「レ

字
法

」
を

さ
ら

に
進

め

た

「
三
斜
法

」
の
測

量
技

術

が
、
当
時

す

で
に
村

に
お

い

て
採

用

さ

れ

た

こ
と

は
注

目

に
値

す

る
。

と

こ
ろ

で
、

「
十
字

法

」

で
あ

れ
、
[
三
斜

法

」
で
あ

れ
、
『
耕
稼

春

秋

』
や

「
検

地
方

算

法

」

に
描

か

れ

た
各
種

の
測
量

図

が
、

一
節

で
掲

げ

た
図

1
と
き

わ
め

て
類

似

し

て

い
る

こ
と

に
気
付

く

で

あ

ろ

う
。

図

1
は
、

明

治

一
五
年

の

一松

方

正
義

地

租
改

正
報

告

書

」
に
記
載

さ

れ

た

「
十
字

法

」
と

「
三
斜
法

」
の

測

量

図

で
あ

っ
た

が
、

そ

れ

ら

は
、

こ

こ

で
紹

介

し

た

「
検

地
方

算
法

」

の

「
直

田

」
や

「
四
斜

田
」

の
測
量

図

と

ま

っ
た
く
似
通

っ
て
い
る
・
石
川
県

に
限
定
す
れ
ば
、
地
租
改
正

に
お
け
る
測
量
技
術

の
原
型

は
、
す

で
に

『
耕
馨

秋
』

の
な
か
に
形

成

さ
れ

て
い
た
と

い
え
る
・

そ
し

て
、
さ
ら
に
精
密
な
石
黒
信
由

の
測
量
技
術
を
基
本
と
す

る

「
検
地
方
算
法
」

の
測
量
技
術

が
、
地
租
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改
正

の
測
量
技
術
と
し

て
準
備
さ
れ
、

そ
れ
が
実
際

に
応
用
さ
れ
た

こ
と
は
明
白

で
あ
る
。

石
川
県

の
場
合
・

「
丈
量

ハ
初
吏
員

ヲ
派
出

シ
、
其

方
法

ヲ
教

授

セ

シ

モ
、
人

民

ノ
熟

知

セ

シ
モ

ノ
多

キ

ヲ
以
、

之

ヲ
巾
止

シ
、

適
宜

丈
量

セ

シ

施

」

と

い

っ
た
記
述

が
・

そ

の

}」

と
を
裏

付

け

る
。

そ
れ
・り
の
技
術

が
、

卜
村

な

ど

の

青

姓
L

身

分

の
者

た
ち

に
よ

っ
て
伝

え

ら
れ

た

こ
と

は
・

こ
れ

ま

で
み

て
き

た
通

り

で
あ

る
。

お

わ

り

に

以
上
、
『
耕
馨

秋
』
に
描
か
れ
た
測
量
図

の
性
格
を
検
討
し
な
が
ら
、
地
租
改
正

の
遍

測
量
が
短
期
間

に
完
了
し
た
要
因

に

つ
い
て

藁

し
て
き

た
。
製

日
に
は
、
葱

高
廻
り
検
地
L
に
必
要
な
六
種
類

の

「
領
絵
図
」
と
と
も

に
・
割
地

に
伴

う
さ
ま
ざ
ま
な
形
状

の
田
の

測
量
図
望

臼
か
れ

て
い
る
。
前
者

は
、
領
盗

地
と
い

・
て
も
、
実
質
的

に
は

丙

検
地
」

の
名
目

で
村

が
主
体
的

に
行
う
も

の
で
・
村

で
は

嶺

絵
図
L

を
作
成
す

る
た
め
の
測
量
技
術
を
備

え
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

っ
た
。

そ
の
検
地

も
村
全
体

の
面
積
か
ら
川
・
道
・

江
、
宮
な
ど
を
差
し
引
く

「
抜
物
」
形
式

と
畑
面
積
を
田
霧

に
餐

す

る

「
白
田
折
」
形
式

の
検
地

で
あ

っ
た
た
め
・

華

ご
と

の
田
畑

・

屋
敷

の
面
積

は
把
握

で
き
な
か

っ
た
。

領
主
検
地

で

]
筆

、
と

の
面
積
が
謹

で
き
な
け
れ
ば
、
村
内
部

で
の
土
地
経
営

は
不
罷

な
た
あ
・
何
ら
か

の
形

で
蘂

の
土
地
を

測
量
す

る
必
要
性
が
生
じ

て
く
る
。
そ
れ
が
、
『
耕
馨

秋
』
に
描

か
れ
た
後
者

の
田

の
測
男

法

で
あ

っ
た
・
そ

こ
で
は
・
技
術
的

に
は

縦
と
横

の
長
さ
叢

じ

て
面
積
を
求

め
る

「
卜
字
法
」
が
採
用
さ
れ
た
。
近
世
後
期

に
な
る
と
、
「
三
斜
法
」
の
測
量
方
法

も
考
案
さ
れ
た

が
、
加
賀
藩
領
下

に
お
い
て
は
、
「
李

法
」

が
藷

を
占

め
た
よ
う

で
あ
る
。
明
治
期
に
入
る
と
、

こ
の

「
李

法
」

は
・
逐
次
・
三

斜
法
L

に
移
行

し

て
い

っ
た
が
、
明
治
.
δ

年
段
階

で
も
ま
だ

「卜
字
法
」
を
利

用
す
る
村
も
存
在

し
た
・
地
租
改
正

に
お
い
て
ど

の
測

量
技
術
を
採
用
す
る
か
は
、
村

の
判
断

に
委

ね
・り
れ

て
お
り
、
そ

の
こ
と
は
ま
た
、
そ
う
し
た
方
針
を
明
治
政
府

が
採

ら
な
け
れ
ば
全
国
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測
量
が
実
現

で
き
な
か

っ
た

こ
と
を
暗
示
し

て
い
る
。

そ
の
技
術
も
決
し

て
稚
拙

な
も

の
で
は
な
く
、
石
田
信
由

の
測
量
技
術

は
、
伊
能

忠
敬

の
測
量
術

に
匹
敵
す

る
ほ
ど

の
高
度
な
も

の
で
あ

っ
た
と

い
わ
れ
る
。

い
ず
れ

に
せ
よ
、
地
租
改
正
時

の
土
地
測
量
が
、
全
国
的
規

模

で
か
く
も
迅
速

に
実
現

で
き
た
の
は
、
旧
幕
期

か
ら
村
内
部

に
和
算
式
測
量
技
術
が
広
く
並
日
及
し

て
い
た
と

い
.つ
前
提
が
あ

.
た
か

り

に

ほ

か

な

ら

な

い
。

こ
れ
が

・
石

川

県

だ
け

の
特

殊

事
例

な

の
か
、
あ

る

い
は
、
全

国

に
普

遍

化

で
き

る
問
題

な

の
か

は
、
小
稿

で
は
叩

り
か

に
し

え
な

い
。

加

賀
藩

に

は

葱

高
廻

り
検
地

L

と

い
う
固

有

な
領

t

検
地

や
、

割

地
慣

行

と

い
う

特
有

な
土

地

制
度

が
あ

.
た

▼、
と

は
事
実

で
あ

る
。

そ
う
し

た
土

地
制

度

と
・

村
内

部

に
測
量

技
術

が
発
達

し
、
村

毒

で
検
地

が
実
施

さ
れ

た

}」
と

と
は
、

ま

.
た
く
無

関
係

で
は
な

か

.

た
か
も
知
れ
な
い
・

そ
の
意
味

で
は
、
石
川
県
は
特
殊
な
事
例
と
も

い
え
る
が
、
地
租
改
正

の
全
国
測
量
が
短
期
間

に
終
了
し
た
事
実

を

併
せ
考

え
る
と
・
他
府
県

で
も
石
川
県
と
ほ
ぼ
同
じ
よ
う
な
条
件
が
備
わ

っ
て
い
た
と
判
断
し

て
も
大
過
な

い
よ
う
に
思

わ
れ
る
。

注(-
ζ

松
方
正
義
地
租
改
正
報
告
書
L。
引
用
に
際
し
て
は
、
『明
治
前
期
財
政
経
済
史
料
集
盛

第
七
巻
、

冗

荒

年
、
屡

.房
刊

(復
刻
版
)
を

利

用

し

た
。

(
2
)

同

右

。

(
3

)

『
福

島

正

夫

著

作

集

』

第

.、巻

、

一
九

九

二
.年

、

勤

草

書

房

。

(4
)

府

県
地
租
改
正
紀
要
兵
庫
県

.

こ
こ
で
は
、
『明
治
前
期
産
業
発
達
史
籍

」
別
冊

(9
了

、

冗

Lハ
五
年
、
明
治
文
献
資
料
刊
行
会
よ
り

引

用

し
た
。

(
5
)

丹

羽
邦
男

『
地

租
改
正
法

の
起
源
』
、

一
九
九

五
年
、

ミ
ネ

ル
ヴ

ァ
書
房

。
丹

羽
も

こ
の
点
を
強

調

し

て
い
る
。

(
6
)

前
掲
書

『
福
島

正
夫
著

作
集
』
第

.巻

。

(
7
)

丹
羽
邦

男
前
掲
書
参

照
。

(
8
)

塚

田
利
和

『
地
租

改
正

と
地
籍
調
査

の
研
究

』
、

一
九
八
六

年
、
お
茶

の
水
書
房
。



地租改iEに おける上地測量の技術的前提X97

　 　 　
171fi15
))＼ 咽〆

((((((

14131211109
))))))

研
究

『
石
黒
信
由
遺

品
等
高
樹

文
庫
資
料

の
総

合
的

研
究
』
第

.
輯

・
第

.

.樹

、

(
18
)

(
19
)

年
代

に
よ

っ
て
多
少
変
化

す

る
が
、
桑
、
楮

、
漆
、
茶

、
大
根
、
麻
、

か
ら

む
し
な
ど
護

性

の
高

い
畑

作
物

結

と
同
等

に
評
価

さ
れ
・
苗

成
L

と
し

て
田

の
面
積

で
計
算

さ
れ
た
。
因

み
に
、

居
屋
敷
、
竹
藪

、
苫
竹
藪

な
ど

も

「
田
成
」
と

し

て
扱

わ
れ
た
。

(2。
)

村
高
に
若
干
誤
差
が
告

る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
、
集
計
上

の
計
算
違

い
と
し

て
処
理
で
き
る
程
度
の
微
兼

で
あ
る
・

(幻
ご

、
▼、
で
は
、
藩
法
研
究
会
編

『藩
法
集

六

続
象

蓬

、

元

、ハ
五
年
、
創
文
社

に
収
録

さ
れ
た
も
の
を
利
用
し
た
・
「
河
合
録
」
を
編
集
し

た
河
合
祐
之
は
、
天
保
期
ご
ろ
に
改
作
奉
行
を
勤
め
た
加
賀
藩

の
役
人

で
あ
る
。

(22
)

若
林
前
掲
論
文

の
業

に
は
、
寛
政

二

年

の

「河
北
郡
内

日
角
村
錨

検
地
御
川
留
帳

」
が
収
録
さ
れ
・
検
地
の
様
子
が
薪

に
記
さ
れ

て
い

(鞠

俳

繰

購

、

麟

難

馨

と
あ
る
よ
う
に
、.通
・
丙
検
挫

や
.定
検
地
、
と
は
若
ト
性
格
を
異
に
す
る
と
思
わ
慧

 (24
)

前
掲

注

(
12
)

「
府
県

地
租
改
正

紀
要
石

川
県
」

よ
り
引
用
し

た
。

前
掲
注

(
1
)
「松
方
正
義
地
租
改
正
報
告
書
」
よ
り
引
用
し
た
。

塚
田
利
和
前
掲
書
。

石
川
県
輪
島
市
町
野
町
、
伏
戸
区
有
文
書
。

府

県
地
租
改
止
紀
薯

川
県
L。
『明
治
前
期
肇

発
達
史
資
灘

別
興

9
)
u
、

一
九
会

年
・
明
治
文
献
資
料
刊
行
会

よ
り
引
用
し
た
・

石
川
県
輪
島
市
町
野
町
、
伏
戸
区
有
文
壽
。

若
林
喜

∴
郎

「加
賀
藩
の
農
地
測
量

」、

.
九
五
六
年
、
財
団
法
人
農
林
統
計
協
会
列
。

拙
稿

箭

田
領

に
お
け
る
検
地

の
性
格

に

つ
い
て
」

史
学
雑
誌
』
第

.
○

.編
第

6

号
・

冗

九
輩

を
参
照

さ
れ
た
い
・

引
用
に
際
し
て
は
、
『
日
本
難

H全
集
』
四
、

充

八
〇
年
、
社
団
法
人
農
山
漁
村
文
化
協
会
刊
を
利
用

し
た
・

川
村
博
忠

『近
世
絵
図
と
測
量
術
』、

冗

九
.
.年
、
衷

,豊
饒

.
ま
た
、
石
黒
信
由

の
総
禽

研
究
と
し

て
は
・
袋

福

瀬
勝

に
よ
る
共
同

繭
九
八

一
・
八

一
.年

が
あ

る
。

石

川
県
金

沢
市
立

図
書
館
蔵

。

拙
稿
前
掲
論

文
参
照

。
「
白
田
哲

規
定

の
ほ
か
、
困

成

」
規
定

が
あ

.
て
、
畑
作
物

で
も
す

べ
て
が

」
畠
哲

の
対

象
と

な

っ
た
わ
け

で
は
な

い
・

〔付

記
}

小
稿
は
、
神
奈
川
杢

子
日
本
常
民
文
化
研
究
所
に
よ
る

「奥
能
登
躊

家

の
総
禽

研
究
あ

成
果
の

一
つ
で

あ
る
・
肇

に
際
し

て
は
・
当

プ

。

心
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ジ

ェ
ク

ト
に
参
画

さ
れ
藷

氏

か

ら
貴
嚢

恥

・[
を

い
た
だ

い
た
。
ま

た
、
金

沢
市
立

図
鴛
髭

、
時
国
健
太
郎
家

、
及
び
各
萎

同
所
蔵
者

か

り
は
、
関

係
史

料

の
閲
覧

と
引
用
を
快

く
許

し

て
い
た
だ

い
た
。
記

し

て
謝
意

に
代

え
た

い
。
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